福井女子中学生殺人事件の再審無罪判決の確定を求める要請
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７月１８日、名古屋高等裁判所金沢支部（増田啓祐裁判長）は、前川彰司さんに無罪判決を言い渡しました。検察官におかれましては、本判決に対し上告することなく、無罪を確定させることを求めます。
再審公判において、検察官は有罪を主張しましたが、前川さんの有罪を示す新たな証拠を何一つ提出することもなく、すでに再審請求審で信用性が否定された関係者の供述を根拠に有罪主張を蒸し返しただけでした。これは、検察の組織のメンツを守るため、前川さんの貴重な時間を奪い、人権を踏みにじるものにほかなりません。
そもそも本件では、事件と無関係な第三者の嘘の供述だけでストーリーが作られたものです。前川さんを犯人とする客観的な物的証拠はありません。再審開始決定は、検察官が有罪判決の根拠とされた関係者の供述が客観的証拠と矛盾することを知りながら、訴訟活動をつづけたことについて、「公益の代表者たる検察官としてあるまじき、不誠実で罪深い不正の所為」と、厳しく断罪しました。このように、長年にわたり警察、検察の手元に秘匿された末に今回、開示された２８７点の開示証拠の中にあった捜査報告書等が前川さんの無実を裏付ける有力な証拠となったことは重大です。かかる観点からも上告理由が存在しないことは明らかです。
検察のこれまでの捜査・訴訟活動は、「公益の代表者」である責務を定める検察庁法4条に違反するとともに、「あたかも常に有罪そのものを目的とし，より重い処分の実現自体を成果とみなすかのごとき姿勢となってはならない。」と宣言した「検察の理念」にも反する行為です。前川さんは逮捕されて以来、一貫して無実を主張し、３９年もの間苦しみ続けてきました。前川さんは人生において最も輝ける青春を奪われました。息子の無実を聞くことなく母親はなくなり、父親も９２歳です。これ以上、前川さんの救済を遅らせることは断じて許されません。
私たちは、検察が名古屋高裁金沢支部の再審無罪判決を真摯に受けてとめて、最高裁に上告しないことを表明し、前川さんに謝罪することを強く求めます。
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